
JP 2005-508159 A5 2011.1.20

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年1月20日(2011.1.20)

【公表番号】特表2005-508159(P2005-508159A)
【公表日】平成17年3月31日(2005.3.31)
【年通号数】公開・登録公報2005-013
【出願番号】特願2003-527091(P2003-527091)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ａ６１Ｋ  35/76    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   7/04    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｂ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年11月29日(2010.11.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルファウイルス許容細胞中に
（ｉ）完全なアルファウイルス構造ポリタンパク質コード配列を含むＤＮＡ配列（ただし
、ＤＮＡ配列は、アルファウイルス５’および３’複製認識配列ならびにアルファウイル
スサブゲノムプロモーターをコードしない）に作動可能なように連結されたＤＮＡ配列か
らのＲＮＡの転写を指向するための構成性プロモーターを含む、アルファウイルス構造タ
ンパク質を一過的に発現するための組換えＤＮＡ分子と；
（ｉｉ）少なくとも１つの異種性ＲＮＡをコードするアルファウイルスレプリコンＲＮＡ
と;
　を含む、感染性の複製欠損アルファウイルスレプリコン粒子を産生するためのヘルパー
細胞。
【請求項２】
　前記細胞が、２９３、ＢＨＫ、ベロ、ＣＨＯ、ＣＥＦおよびＤＦ－１細胞からなる群か
ら選択される、請求項１に記載のヘルパー細胞。
【請求項３】
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　アルファウイルス構造タンパク質が、ＶＥＥ構造タンパク質、シンドビス構造タンパク
質、Ｓ．Ａ．ＡＲ８６構造タンパク質、セミリキ森林ウイルス構造タンパク質およびロス
リバーウイルス構造タンパク質からなる群から選択される、請求項１または２に記載のヘ
ルパー細胞。
【請求項４】
　アルファウイルス構造ポリタンパク質コード配列が、１つまたはそれ以上の弱毒変異を
含む、請求項１～３に記載のヘルパー細胞。
【請求項５】
　（ｉ）完全なアルファウイルス構造ポリタンパク質コード配列を含むＤＮＡ配列（ただ
し、ＤＮＡ配列は、アルファウイルス５’および３’複製認識配列ならびにアルファウイ
ルスサブゲノムプロモーターをコードしない）に作動可能なように連結されたＤＮＡ配列
からのＲＮＡの転写を指向するための構成性プロモーターを含む、アルファウイルス構造
タンパク質を一過的に発現するための組換えＤＮＡ分子と、（ｉｉ）少なくとも１つの異
種性ＲＮＡをコードするアルファウイルスレプリコンＲＮＡとを、アルファウイルス構造
ポリタンパク質コード配列が前記ＤＮＡ分子から一過的に発現し、アルファウイルス構造
タンパク質を産生して感染性の複製欠損アルファウイルスレプリコン粒子が生成される条
件下で、細胞の集団に一過的に導入するステップを含む、感染性の複製欠損アルファウイ
ルスレプリコン粒子を生成する方法。
【請求項６】
　前記組換えＤＮＡ分子が、前記細胞の集団にエレクトロポーレーションにより導入され
る請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　（ｉ）少なくとも１つのアルファウイルス構造タンパク質コード配列をコードするＤＮ
Ａ配列（ただし、当該ＤＮＡ配列は、アルファウイルス５’および３’複製認識配列なら
びにアルファウイルスサブゲノムプロモーターをコードしない）に作動可能なように連結
されたＤＮＡ配列からのＲＮＡの転写を指向するための構成性プロモーターを含む、アル
ファウイルス構造タンパク質を一過的に発現するための第一の組換えＤＮＡ分子と、
（ｉｉ）前記第一の組換えＤＮＡ分子の少なくとも一つのアルファウイルス構造タンパク
質コード配列中に存在しない少なくとも１つのアルファウイルス構造タンパク質コード配
列をコードするＤＮＡ配列（ただし、当該ＤＮＡ配列は、アルファウイルス５’および３
’複製認識配列ならびにアルファウイルスサブゲノムプロモーターをコードせず、前記第
一および第二の組換えＤＮＡ分子が、全体として、全てのアルファウイルス構造タンパク
質をコードする）に作動可能なように連結されたＤＮＡ配列からのＲＮＡの転写を指向す
るための構成性プロモーターを含む、アルファウイルス構造タンパク質を一過的に発現す
るための第二の組換えＤＮＡ分子と、
（ｉｉｉ）少なくとも１つの異種性ＲＮＡをコードするアルファウイルスレプリコンＲＮ
Ａと
　を、前記第一および第二の組換えＤＮＡ分子が自律的プラスミドから発現し、前記アル
ファウイルス構造タンパク質コード配列が前記第一および第二の組換えＤＮＡ分子から一
過的に発現し、アルファウイルス構造タンパク質を産生して感染性の複製欠損アルファウ
イルスレプリコン粒子が生成される条件下で、細胞の集団に一過的に導入するステップで
あって、前記第一および第二の組換えＤＮＡ分子が、エレクトロポーレーションによって
細胞の集団に導入される、ステップを含む、感染性の複製欠損アルファウイルスレプリコ
ン粒子を生成する方法。
【請求項８】
　前記細胞の集団が、２９３、ＢＨＫ、ベロ、ＣＨＯ、ＣＥＦおよびＤＦ－１細胞からな
る群から選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第一の組換えＤＮＡ分子の前記アルファウイルス構造タンパク質が、ＶＥＥ構造タ
ンパク質、シンドビス構造タンパク質、Ｓ．Ａ．ＳＲ８６構造タンパク質、セミリキ森林
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ウイルス構造タンパク質およびロスリバーウイルス構造タンパク質からなる群から選択さ
れる、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第二の組換えＤＮＡ分子の前記アルファウイルス構造タンパク質が、ＶＥＥ構造タ
ンパク質、シンドビス構造タンパク質、Ｓ．Ａ．ＡＲ８６構造タンパク質、セミリキ森林
ウイルス構造タンパク質およびロスリバーウイルス構造タンパク質からなる群から選択さ
れる、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１１】
　少なくとも前記第一の組換えＤＮＡ分子もしくは前記第二の組換えＤＮＡ分子、または
前記第一および第二の組換えＤＮＡ分子の双方の前記アルファウイルス構造タンパク質コ
ード配列が、１つまたはそれ以上の弱毒変異を含む、請求項７～１０のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記細胞の集団が、２９３、ＢＨＫ、ベロ、ＣＨＯ、ＣＥＦおよびＤＦ－１細胞からな
る群から選択される、請求項７～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記アルファウイルス構造タンパク質が、ＶＥＥ構造タンパク質、シンドビス構造タン
パク質、Ｓ．Ａ．ＡＲ８６構造タンパク質、セミリキ森林ウイルス構造タンパク質および
ロスリバーウイルス構造タンパク質からなる群から選択される、請求項７～１２のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アルファウイルス構造タンパク質コード配列が、１つまたはそれ以上の弱毒変異を
含む、請求項７～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　（ｉ）完全なアルファウイルス構造ポリタンパク質コード配列を含むＤＮＡ配列（ただ
し、ＤＮＡ配列は、アルファウイルス５’および３’複製認識配列ならびにアルファウイ
ルスサブゲノムプロモーターをコードしない）に作動可能なように連結されたＤＮＡ配列
からのＲＮＡの転写を指向するための構成性プロモーターを含む、アルファウイルス構造
タンパク質を一過的に発現するための組換えＤＮＡ分子と、（ｉｉ）少なくとも１つの異
種性ＲＮＡをコードするアルファウイルスレプリコンＲＮＡとを、アルファウイルス構造
ポリタンパク質コード配列が前記ＤＮＡ分子から一過的に発現し、アルファウイルス構造
タンパク質を産生し、感染性の複製欠損アルファウイルスレプリコン粒子の集団が生成さ
れる条件下で、細胞の集団に一過的に導入するステップを含む、二連性ＲＮＡヘルパー系
の使用により産生された感染性の複製欠損アルファウイルスレプリコン粒子の集団と比べ
て、組み換え／パッケージングの減少した頻度を有する感染性の複製欠損アルファウイル
スレプリコン粒子の集団を生成する方法。
【請求項１６】
　前記細胞の集団が、２９３、ＢＨＫ、ベロ、ＣＨＯ、ＣＥＦおよびＤＦ－１細胞からな
る群から選択される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記アルファウイルス構造タンパク質が、ＶＥＥ構造タンパク質、シンドビス構造タン
パク質、Ｓ．Ａ．ＡＲ８６構造タンパク質、セミリキ森林ウイルス構造タンパク質および
ロスリバーウイルス構造タンパク質からなる群から選択される、請求項１５または１６に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記アルファウイルス構造ポリタンパク質コード配列が、１つまたはそれ以上の弱毒化
変異を含む、請求項１５～１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記組換えＤＮＡ分子が、前記細胞の集団にエレクトロポーレーションにより導入され
る、請求項１５～１８に記載の方法。
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　第七の態様では、非複製ＤＮＡヘルパー、すなわち完全なアルファウイルス構造ポリタ
ンパク質コード配列をコードするＤＮＡ配列（ただし、ＤＮＡ配列は、アルファウイルス
５’および３’複製認識配列ならびにアルファウイルス・サブゲノムプロモーター(subge
nomic promoter)をコードしない）に作動可能なように連結されたＤＮＡ配列からのＲＮ
Ａの転写を志向するプロモーターを含むアルファウイルス構造タンパク質を発現するため
の組換えＤＮＡ分子が提供される。
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